
100日タスクでの問題提起

2007年10月に発表した｢関西の

『再生』から『新たな発展』へ」

（100日タスク）では、①「強い産業

の実現」、②「アジアとの共生」、③

「地域の自立―関西はひとつ」を関

経連の今後の活動方針とした。その

検討過程において、これまでの関経

連の活動が、ともすれば、京阪神

（特に大阪）エリアに集中していたと

の反省に立ち、｢常に関西全体を意

識」することが、関経連のミッショ

ンであると再確認された。

それ以降、関西の各府県、政令市、

商工会議所などを訪問し、2008年度

の事業計画の素案を基に、関経連の

事業と各地域との連携の可能性につ

いて実務ベースでヒアリングを重ね

てきた。これらの結果をふまえて、

地域サポーターを置くこととした。

地域サポーター制の内容

地域サポーターとしての副会長の

役割は、各地域に対する｢関経連の

顔」として、それぞれの地域の実情

の把握や当会事業とのかかわりの強

化をはかることである。具体的に

は、各地域に出向き、自治体や経済

団体などのトップとの意見交換を通

じて、各地域のニーズなどを収集す

ることである。

一方、事務局でも、各地域別に地

域サポーターチームを組織し、日常

的に当該地域に対する実情把握をは

かる体制を敷いている。（下表は、

地域毎の担当副会長および事務局ワ

ンストップ窓口・連絡先）

関経連は、今年度新たに関西のブ

ランド力向上や農商工連携に関する

調査研究に取り組むこととなった。

これらの活動には、現場の意見が不

可欠であり、各地域からニーズを収

集するワンストップ窓口機能に加

え、新しい調査研究にも協力しても

らうといった双方向の新たなツール

として活用していく。

この活動を通じて、関西全体の連

携を推進していきたいと考えてお

り、自治体や経済団体からのご要望

をワンストップ窓口へぜひ、積極的

にお寄せいただきたい。

（総務企画部　吉川秀孝）

2008年5月、関経連は、関西各地域との連携を一層強化する目的で、各副会長がそれぞれ特定の地域（府県）

を担当する、いわゆる地域別担当副会長制(地域サポーター制）の導入を発表した。その経緯と取り組みの内

容について紹介する。

関西各地との連携―地域サポーターを設置
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関経連の活動を紹介するマンガ冊子ができました

これまで関経連の活動については、リーフレットやホームページを通じて紹介してきまし

たが、このたび京都精華大学事業推進室の協力により、2008年度事業計画を中心にした活動

内容をマンガ冊子にまとめました。会員のみならず、関経連の活動をよくご存じなかった

方々にも気軽に読んでいただける内容になっています。ぜひ、ご一読ください。

［地域サポーター］

地 域 担当副会長　　　　　　　事務局ワンストップ窓口　　連絡先1

福　井　　森下副会長　　　　　　　（国　際　部）徳田 06-6441-0104

三　重　　奥田副会長　　　　　　　（総務企画部）矢野 06-6441-0101

滋　賀　　津村副会長　　　　　　　（総務企画部）石川 06-6441-0101

京　都　　玉越副会長・矢嶋副会長　（総務企画部）長谷川 06-6441-0101

大　阪　　井上副会長・寺田副会長　（総務企画部）土屋 06-6441-0101

兵　庫　　水越副会長・森副会長　　（総務企画部）大川 06-6441-0101

奈　良　　山口副会長　　　　　　　（経済調査部）小林 06-6441-0102

和歌山　　松下副会長　　　　　　　（総務企画部）平岡 06-6441-0101

徳　島　　宇野副会長　　　　　　　（秘書広報部）升本 06-6441-0105
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「女性賞」を新設

「女性賞」は、関西に対する思い

や志が高く、関西経済の発展、関西

地域の活性化、関西のイメージアッ

プ等に貢献している女性や、女性が

中心となっている事業主体、さら

に、そのような女性を支援する組織

等の功績を称えることを目的とし

て、募集するものである。この賞は、

太田房江・前大阪府知事の府政運営

を支えるために設立された「21世紀

大阪がんばろう会」の解散に伴い同

会から受けた寄附金を活用して実施

する。

女性を顕彰する賞は数多くある

が、この女性賞の特徴は、対象分野

を経済活動に絞ることなく、関西地

域の中で多様な女性が活躍している

姿を、関西から全国に向けて広く発

信することにある。

会員の皆様のご協力も得ながら、

地域活動から芸術・スポーツにいた

るまで、女性の貢献度や女性に対す

る貢献度が高いと考えられる事例を

関西全域から数多く積極的に発掘し、

それらにスポットを当てていきたい。

｢関西財界セミナー賞2009」

公募へのご協力を

今回の｢関西財界セミナー賞2009」

は、10月上旬から11月上旬の約１カ

月間、案件を公募する。

対象は、関西２府７県で事業を行

っている企業・団体およびその経営

者・代表者等であり、企業・団体の

規模の大小や自薦・他薦は問わな

い。

賞の審査にあたっては、今回から

取りまとめの中心的役割を担ってい

ただくことになった神戸大学大学院

経営学研究科の金井壽宏教授をはじ

め、大学・企業・ＮＰＯ・経済団体

など、多様なセクターの代表者が集

まり、書類審査・合議を行う。

表彰式は、第47回関西財界セミナ

ーの中で実施する。ご応募・ご推薦

をお願いしたい。

（総務企画部　丁田展年）

関西財界セミナー賞は、関西財界セミナー（関経連と関西経済同友会の共催）の中で、「関西において、優れた

競争力や独自のビジネスモデルを持ち、それを力強く実践している企業・経営者や、地域活性化に貢献してい

る企業・団体・その代表者等」を表彰するものである。関西全体の競争力強化や地域の活性化につなげること

を目的として、2005年から設けられた。この度、2009年2月5～6日に京都で開催予定の第47回の同セ

ミナーから、新たに「女性賞」を設ける。

「女性賞」を新設―関西財界セミナー賞の募集

＜神戸大学大学院経営学研究科　金井壽宏　教授からのコメント＞

地域に根付きワールドクラスの活躍

のある志ある企業、関西を基盤から

元気づけるポテンシャリティをもつ

企業、この地に根付き女性がリーダ

ーシップを発揮する企業など、他

薦・自薦を問わず、積極的にお申し

込みください。 （金井壽宏）

●第１回（2005年２月４日）

大　賞：株式会社島精機製作所

特別賞：

神戸ルミナリエ組織委員会

株式会社ミキハウス

●第２回（2006年２月10日）

大　賞：セーレン株式会社

特別賞：

日本スピンドル製造株式会社

●第３回（2007年２月９日）

大　賞：シスメックス株式会社

特別賞：

京都商工会議所

株式会社グルメ杵屋

なにわ淀川花火大会運営委員会

●第４回（2008年２月８日）

大　賞：シャープ株式会社

特別賞：

神戸コレクション制作委員会

財団法人太平洋人材交流センター

（ＰＲＥＸ）


